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第 15 話：父との再会 

 2 人は、ローマ郊外に咲くと言われる幻の黒薔薇を求めて駅に降り立った。残念ながらそ

の日に見つけることはできなかったが、2 日目、3 日目と通い続け…ついに 5 日目にそれを

見つけることができた。 

 

レオン in イーシャ：「何とかオリビアの滞在中に見つけることができて良かった…こうして

手に取ると、綺麗だけど威圧感があるな…」 

ヴァジーin バラン：「花言葉は、“あなたはわたしのモノ”だからね。」 

レオン in イーシャ：「そうなのか…残りも順調に進めばいいけど…」 

 

2 人は、ホテルに戻ってオリビアと合流した。そこで 2 人は、予想しなかった人物と出会

い、巻き込まれていくことになる。それは、3 人で夕食を摂っているとき、オリビアが席を

外した際、一人の男が 2 人に近づいてきた。 

男：「なんだ、お前は？何故イーシャと仲良くしている？」 

 

レオン in イーシャ：「お前こそ誰だ？」 

男：「何を言っているんだ！イーシャ！そうか！！その男がたぶらかしたのか！？」 

 男は、そう言うとヴァジーの胸ぐらを掴み、そのまま突き飛ばしてしまった… 
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 気を失ったヴァジー…そこへオリビアが戻って来た。 

オリビア：「…あなた？何をしてるんですか？」 

男：「この男がイーシャに言い寄っていたから、こうしてやったんだ！」 

レオン in イーシャ：「ん？ってことは…イーシャの父親か。俺は、何もされていないぞ。」 

 

 レオンは、素のままで父親であろう男に応対した。 

男：「その男みたいな話し方は、その男の影響か！」 

ヴァジー：（…あれ？あたし…どうしちゃったのかな…） 

オリビア：「あなた！落ち着いてください！」 

 オリビアが男をなだめるが、男の怒りは収まらず、ヴァジーの元へ詰め寄った。 

 

レオン in イーシャ：「父親だからってやり過ぎだろ！おい！ヴァジー大丈夫か？」 

 レオンも男を止めようとしたが、非力な女のカラダでは太刀打ちできなかった。 

ヴァジー：（…そうだ…この男の人に突き飛ばされて…！あたし幽体離脱しちゃってる？） 
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 幽体となったヴァジーは、良いアイデアを思い付いた！ 

ヴァジー：（元のカラダに戻らないと…！父親って言ってたよね…この人に乗り移れたら…） 

 ヴァジーは、男に狙いを定めてカラダを重ねていった… 

男：「ん…寒気が…」 

男は、カラダを震わせて動きを止めた。 

 

ヴァジー：（お願い！あなたのカラダを使わせて！） 

男：「うう…俺の中に誰かが入ってくる…」 

オリビア：「…あなた？大丈夫ですか？」 
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第 16 話：ヴァジーの転移 

レオン in イーシャ：「もしかしてヴァジーなのか？よし…このまま乗り移ってしまうんだ！」 

 レオンは、男のカラダを抑えつけた。ヴァジーが憑依しようとしているため、イーシャの

非力なカラダでも男を抑えることができた。 

レオン in イーシャ：「何をするんだ！イーシャ！離してくれ…」 

ヴァジー：（いただくわよ💕あなたのカラダも…父親としての地位も…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴァジーin 男：「うふ💕成功だわ💕ねえ…あたしの名前…なんだっけ？」 

オリビア：「…エドガーだけど…！まさか…」 

ヴァジーin エドガー：「そうよ！乗り移っちゃった！あなたの旦那さんに💕」 

 ヴァジーは、満面の笑みで歓びを表現した。 

オリビア：「そんな…あなたが女の人に乗っ取られちゃうなんて…」 

 

 オリビアは、辟易しながらため息をついた。 

レオン in イーシャ：「上手くいったみたいだな。」 

ヴァジーin エドガー：「これでこの国を去った後も気兼ねなく一緒にいられるね。バランの

カラダだと一緒にいると傍目からは違和感があるけど、家族なら自然だしね。」 

 ヴァジーは、レオンの腕に手を回した。傍目には父が娘に甘えているように見える。 
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レオン in イーシャ：「そのために父親のカラダに乗り移ったのか？」 

 レオンは、少し呆れた顔で呟いた。 

ヴァジーin エドガー：「幽体離脱するとは思わなかったけど、せっかく憑依するならこっち

のカラダの方が良いと思って💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリビア：「カラダが父と娘の関係になれば、間違いはないでしょうけど…」 

 オリビアは、少し安心したような複雑な気持ちで苦笑いをしていた。 

ヴァジーin エドガー：「…そうね…でもあなたのカラダにレオンが乗り移ったらどうかし

ら？」 
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レオン in イーシャ：「何を言っているんだ、俺は、男に抱かれるつもりはないぞ！」 

ヴァジーin エドガー：「じゃあ、試してみる？一度男として経験してみたかったのよね💕」 

オリビア：「わたしは嫌ですよ。カラダがあなたでも心が女の人なんて…」 

 オリビアは、はっきりと拒絶する態度をとった。 

ヴァジーin エドガー：「まあ、食事も済んだようだから部屋に戻りましょう💕」 

 

 ヴァジーは、今は自分の娘と妻となったレオンとオリビアを部屋までエスコートした。部

屋に入ると、ヴァジーは 2 人をベッドに座るように進めた。少し警戒するようなオリビア

に対して、レオンは、足を大きく広げてくつろいでいる。ヴァジーは、レオンの背後に回る

と、レオンの頭をオリビアのカラダに押し倒した… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


